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月 20 日 

■ ４月より常任理事会の新体制が発足しました。 ～ともに困難を乗り越えていくため～ 
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AA日本常任理事会議長 村川 

まだ年明け気分冷めやらぬ頃より新型コロナウイルス感染症拡大のニュースが流れ、あっという間に全国に緊急事態宣言が発令されま

した。ＡＡの 45周年記念集会を始めとした各種のイベントや地域集会などのサービス委員会なども中止となりました。さらに、お借りしてい

るミーティング会場が閉鎖となり、ほとんどのミーティングが開けないと言う日本のＡＡ始まって以来の危機に際して、常任理事会ではゼネ

ラルサービスの空白を作らぬよう、できる限り協議し対策を実行しました。 
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まず２０２０年３月をもって、B類常任理事夏井、堀、滝谷氏の３名

と森田 WSM 評議員が４年の任期を満了し退任されました。また、4

月に西村氏が西日本選出常任理事を辞任されました。西村氏は

2016年に前任の任期を引き継がれての就任でしたので、都合4年

間理事を務められました。皆様の長きにわたり情熱的に奉仕して

頂きありがとうございました、心より感謝申し上げます。なお現在、

西日本常任理事の欠員を募集しております。よろしくお願いいたし

ます。 

２０２０年４月からの常任理事会は、全国選出柳澤理事、ゼネラル

サービス今井理事、地方選出長澤理事、評議会選出グルーディ

―WSM 評議員が新たに就任され、新体制の発足となりました。皆

さん豊富な経験と熱い情熱をもって就任されており、この苦境にお

いて早速力強いリーダーシップを発揮されています。今号に就任

の挨拶を記載していますので、どうぞご一読ください。 

さて、日本のＡＡ始まって以来の危機に際して常任理事会が行

った協議と対策を紹介します。 

まず、２月下旬に臨時常任理事会を開き、４５周年記念集会の見

合わせを決定すると共に、メンバーの安全確保のため「新型コロナ

ウイル感染症への対応のお願い」を全グループに配信しました。次

に４月の常任理事会は、遠方の理事にはオンライン会議機能を駆

使し全員の理事が参加し開かれ、新型コロナウイルス感染症拡大

の対策を協議しました。 

１、献金：【伝統７レター】「自発的な献金で皆さんの JSO を支え

て下さい」の配信や、全国の評議員に対し献金の呼びかけを行い

ました。２、オンライン会議の活用：財務や出版、BOX-９１６編集委

員会など、委員会もオンラインを駆使して随時開催しており、オンラ

イン献金の検討や BOX-９１６のバックナンバーをホームページで

無料閲覧できるように準備を進めています。また、WSM 評議員を

介し、アメリカ・カナダの経験にもアクセスしています。３、オンライン

ミーティングの案内：オンラインミーティングを紹介するサイトの支援

を行いました。ＪＳＯホームページには「会場ミーティングの代わりに

…」として、ホームグループメンバーとの分かち合いやスポンサー

シップを推奨すると共に、当サイトへのリンクを貼りました。 

次に、ゼネラルサービスオフィス（JSO）の対応について当初は、

職員の安全確保と緊急事態宣言の要請にこたえるため閉所も検

討していましたが、職員の意向もあり、開所時間を短縮しながらも

テレワークや交代勤務を活用し業務を継続することとなりました。メ

ンバーの皆様のご理解と献金等のご協力により、BOX-９１６や書

籍の受発注はもとより、国際・会計業務、評議会関連等の業務も、

大きな遅滞なく行うことができ、心より感謝申し上げます。 

メンバーの皆さんは、オンラインミーティングや青空ミーティング

を始めたり、スポンサーシップなど個人的なミーティングをしたり、

様々な工夫をして活動を続けられていると思います。オンラインを

利用した病院メッセージを計画しているという話も聞いています。

細心の注意を払いながらミーティングを再開したグループもあると

思います。ＪＳＯは経験の情報センターです。経験を分かち合って

この困難を乗り越えていくため、皆さんの貴重な経験をＪＳＯにお寄

せください。 

常任理事会一同、精いっぱいの愛と情熱をもって奉仕してまいり

ます。どうぞ、よろしくお願い申し上げます。 

 

■ 常任理事会 就任の挨拶 

皆さまのしもべとして身を粉にして働く所存でおります。 
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全国選出常任理事 柳沢 

こんにちは。今年 4月 1日から全国選出枠 B 類常任理事となりま

した。長野地区の柳澤です。よろしくお願いいたします。財務担当

と矯正・保護施設担当理事です。 
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 また、NPO法人ＡＡ日本ゼネラルサービスの副理事長でもありま

す。法人関連では、以前からの問題が残っていて、まず未払い残

業代の件がありました。これは、職員の皆さんとよく話し合いをして、

今まではっきりしなかった点をはっきりとさせました。また、他にも就

業規則や賃金規定をはっきりとさせる必要を感じています。結果は

どうあれ、望むところは職員が働きやすい環境を整えることを双方

願っているわけです。この問題は今現在続いていますが、落ち着く

ところに落ち着くと思います。 

 財務担当理事としては、こちらもいきなり新型コロナウイルスの感

染症拡大のため、9割のグループがミーティング休止状態となり、

財政的には絶望的な状態でしたが、理事の呼びかけや伝統 7 レタ

ーの効果もあり、個人献金が飛躍的に伸び、4月は過去最高の収

入となりました。財務は地味ですが、ファンダメンタルズ（経済の基

礎的条件）がしっかりしていないと良質なサービスができないと思

います。収入は AA メンバーの皆さまの貴重な献金であり、大切に

使っていかなければならないと考えています。 

 ここ数年収入減で出版にも影響が出ていると思います。しっかり

と基礎を固めて、良質なサービスを提供していく所存であります。 

 矯正・保護施設ですが、こちらもやはり新型コロナウイルスの感染

症拡大のため、休止状態でしたが、私の住む長野地区では、長野

刑務所のメッセージが 6月 12日から始まることになりました。私が

行く予定です。矯正・保護施設には 7年前からメッセージに行って

います。矯正・保護施設も関東甲信越地域のことしかわからなくて

申し訳ないのですが、関東甲信越地域では、すべての刑務所にメ

ッセージを運ぶことができました。最後の一つが松本少年刑務所

で、これは私がメッセージを運びました。 

 少し私のことを書きましょう。 私は、学生の頃から飲酒がひどくな

り、試験のときに手が震えて答案が書けない状態になりました。何

とか卒業はできましたが、就職先でも手の震えを隠しながら、こそこ

そと仕事をしていましたが、8年目に連続飲酒となり、病院でてんか

ん発作を起こし、それから 3年入退院を繰り返し、最後に道端でて

んかん発作を再び起こし、アルコール専門病院に入院したのが、

1997年の冬でした。長野オリンピックも病院で観ました。退院後、1

年間はスリップしていましたが、1999年の 3月末から今回のソーバ

ーに入りまして現在に至っております。その間、代議員、地区委員、

評議員、評議員代理と経験させていただきました。そして今年の 2

月の評議会で立候補させていただき選挙となりましたが、神さまの

導きより全国選出の常任理事となりました。 

 ＡＡメンバーの皆さまのしもべとして身を粉にして働く所存でおり

ます。既にワーキンググループでオンライン会議を数回しており、

JSOのホームページにその成果が反映されるかと思います。 

 最後に至らぬ点は多々あるかと思います。そんな時はご指導の

ほどよろしくお願いします。 最後に至らぬ点は多々あるかと思い

ます。そんな時はご指導のほどよろしくお願いします。 

 

心引き締まる日々を送っております。 
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ゼネラルサービス常任理事 今井 

2020年 2月第 25回評議会で B類常任理事に信任を頂きました

今井と申します。アルコール依存症者本人です。これから 4年の任

期 AA全体のサービスが社会にとってメンバーにとってそしてこれ

から仲間となる未来のメンバーにとって少しでも役立つものになる

よう努力して参りますのでよろしくお願いいたします。 

4月より任期が始まり早速 4月 5日第 1回常任理事会が開催さ

れました。今年度は JSO、議事（評議会）、ニューズレターを担当い

たします。今回の常任理事会は緊急事態宣言が発令される前夜と

いうこともあり、通常土日の予定を1日短縮の日程での開催となりま

した。中止すべきとの声もありましたが、こういう困難な時期だからこ

そ事態に対応すべく開かれたことは意義のあるものだったと思いま

す。ツールを活用し遠隔地 3名のオンライン参加者を含めた常任

理事会構成メンバー10名の開催となり、時間の多くを新型コロナ・

ウィルス感染症拡大への対応に割かれました。前年までの 1年半

は、常任理事会委員会で JSOの運営について意見を述べる立場

でしたが、この 2か月弱で責任ある立場がいかなるものかを感じ心

引き締まる日々を送っております。 

今後も前例のない事態が続くと思いますが、皆さまの力をお借り

しながら常任理事としての責務を果たせるよう努力してまいります。

関係者の皆様、メンバーの皆様、何卒よろしくお願いいたします。 

遅くなりましたが簡単に自己紹介させていただきます。今年 58才

になります。ホームグループは関東甲信越地域ひがし城西地区に

ある豊島グループです。ニックネームはのりです。 

いまでは AAの 3つのレガシーであるステップ・伝統・サービスが

アルコール依存症者の回復にとっていかに大事なものであるか信

じることができるようになりました。しかし当初は疑り深いある意味模

範的なアルコホーリクでしたので反発したり時間がかかりました。 

１年にわたって妻の説得を拒み続けたのですが、３８歳の頃、連

続飲酒による１週間の会社欠勤でギブアップ。しぶしぶ専門病院

に連れて行ってもらい病名がつきました。この時すでに妻は１年間

病院の家族会に通っており本人が観念するまで待っていたそうで

す。この時 AA も知るのですが、そうは簡単にいかず・・・。 

自殺未遂や離婚、家族や親戚からすれば大事件を起こし周囲を

振り回しておきながら本人はどこ吹く風、飲酒を止めることができな

いでいました。父との確執が自分の飲酒問題の元凶であると信じ

ていた私は、家業である事業が清算に追い込まれ自身も会社の借

金の連帯保証から自己破産が決定したとき、ようやくすべてから解

放され、これからが自分の人生だと思いました。しかしやはり結果



   3 

 

は同じでした。入院のたびに AAのメッセージを受け退院後何度か

ミーティングに通う努力をするのですが続けることができませんでし

た。結局自己流でアルコールの問題に対抗しようともがいていただ

けだったのです。 

１０年間に７度の入退院を繰り返し、結果的にそうなったのですが

遂に AAのプログラムを手に取らざるを得ない時が訪れました。

2009年 11月 2日、現在のグループをホームグループにさせてい

ただき、スポンサーと相談してこの日が自分のソーバーデイとして

います。ソーバーは 11年目になります。 

 “自分なりの底つき”が必要だというのは事実でした。病院で何

度も教わった「ひとりではお酒をやめ続けることができませんよ」と

いうことがホームグループを持つことでようやく始めることができた

のです。また、スポンサーを持つことによって１２のステップ等のＡＡ

プログラムの使い方をイチから教わりました。 

AAは飲まないだけではなく生き方を変えてくれるプログラムだと

いうことが、年単位の時間が必要ではありましたが、自分にも起きま

した。これは自分が経験した唯一無二の財産となりました。 

あれほど仲間を求めてきたのにことごとく失敗し孤独だった人生、

その原因はすべて自分の中にある生き方だったと気付くだけでな

く、少しずつ対応できるようになってきました。一人ではできないこ

とが、この共同体の中で仲間の中にいることによってできるように。

この自分の中に起きた奇跡的な変化をもたらしてくれた、AAの 3

つのレガシー“ステップ・伝統・サービス”を普遍のものとして未来に

受け継ぐ役割の中にいることに幸せと責任を感じています。 

 

サービスという新しい生き方 
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東日本圏選出常任理事 長澤 

２０２０年第２５回評議会で、東日本圏選出常任理事となりました

長澤です。ニックネームはヒロキと言っています。 

私がＡＡにつながったのは昭和の最後の年、昭和６３年（１９８８

年）９月のことです。内科と精神科の入院が１０回以上となり、３回

目の精神科入院時に起こした離脱けいれん発作がきっかけでした。

それまでは誰が何を言っても、どんなに状況が悪くなっても「俺は

大丈夫だ。そのうち何とかなる。」と自分に言い聞かせ、酒を手放

す決心ができませんでした。それまでの入院でアルコール依存の

知識はあったのですが、それを自分のこととして考えることができな

かったのです。ですが死というものが身近に迫った時に、それまで

「酒で死ぬなら本望だ」などとたわけたことを言っていた自分が、１８

０度転回して酒なんかで死んでなるものかと思い直し、病院メッセ

ージに来ていたＡＡの活動に参加することを決心しました。 

私がつながった札幌地区はミーティングに恵まれていて、毎晩何

か所かでミーティングが行なわれているため、「毎日ミーティングに

出よう」と合言葉のように言われていました。一日休んだら「あいつ

は飲んでる」、三日来なければ「入院してるか死んでる」と噂が立つ

ほど、皆が競い合ってミーティングに通っていました。 

その当時は、今では多くのグループが行っている書籍を使ったミ

ーティングが少なくテーマミーティングが主流でしたから、その当時

私が買った書籍は『１２のステップと１２の伝統』だけでしたし、このｊ

本と『ミーティング・ハンドブック』さえあればどこのミーティング場に

行っても通用していました。 

ちょうど『アルコホーリクス・アノニマス』（ビッグブック）のポケット版

が出た頃から、少しずつ（ビッグブック）を使ったミーティングが多く

なっていきました。ＡＡの書籍が次々と翻訳され、メンバーが手軽

にＡＡの考え方を手にすることができるようになり、それと共にミー

ティングに書籍が活用されるようになって来たように感じています。

それこそが私がサービスというプログラムを強く意識するようになっ

ていったきっかけの一つでした。 

各メンバー・グループが今苦しんでいるアルコホーリクの手助け

をする時に、メッセージを運びやすくすることがサービスの目的で

あるならば、ＡＡのプログラム・考え方を記した書籍が有効なのは

言うまでもありません。 

私はソーバーが伸びていくとともに地域委員会、代議員、オフィ

ス運営委員、評議員と地域サービス・ゼネラルサービスを経験させ

てもらい、飲まないで生きる喜びと共に、地域にＡＡを広げていくと

いう、生きていく目的・指針を与えられてきたと思っています。役割

をしていない時も病院・施設にメッセージを運び続けました。関係

者の方々にＡＡを説明する時にも、出版物を活用することは有効

な方法だと思っていますし、ミーティングでもスポンサーシップでも

ＡＡの考え方を知るには書籍を使うことを勧めています。 

今回常任理事会で広報・病設を担当させてもらうこととなり、改め

て自分が関わってきたサービスを振り返り、広報活動がいかに重

要な役割かを認識することになりました。 

また経験は乏しいのですが、他の理事の力を借りて法人の理事

長もさせていただきます。当面は自分に何ができるのかを探りなが

らの活動になるかと思いますが、やれることを精一杯やらせていた

だきますので、よろしくお願い致します。 

先日仲間何人かとメールでやり取りをしている際に、オンラインで

のメッセージが出来ないか打診しているという話やオンライン献金

を検討中という話を聞いて、それぞれがさまざまな方法でＡＡプロ

グラムを実践しようとしていることを強く感じました。 

この原稿を書いた５月はまだまだコロナの影響が濃く、ＪＳＯの運

営も経費・職員の安全への配慮等、厳しい状況が続いています。メ

ンバーの皆様にも自分が今出来ることをメンバー間・グループ間で

相談の上、我々の共同体を支えて下さるようお願い致します。 
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 国際的視点からのサービス 
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Ｗｏｒｌｄ Ｓｅｒｖｉｃｅ Ｍｅｅｔｉｎｇ（WSM）評議員グルーディ 

第 25回の評議会にて、常任理事会のWSM評議員として選任

いただきましてありがとうございます。この度、大変名誉な役割を担

えることを心より喜ばしく思います。ホームグループは関東甲信越

地域湘南地区湘南グループです。 

昨年の 2月より 4回目の日本滞在が始まり、今回、2007年〜

2008年に参加していた湘南グループに再び所属しました。私のソ

ブラエティーへの道は 1987年、当時 24歳の時から始まります。両

親が AA メンバーだったことから私自身、底にいることに早い段階

で認識し、アルコール依存症を認めることができました。ニュージャ

ージー州で初めて AAに繋がりましたが、AAに強い意識を持ち始

めたのはカリフォルニア州に引っ越してからのことでした。当時、初

めてのスポンサーはステップを説く前に、12の伝統を教えてくれた

ことで 3つのレガシー（回復、一体性、サービス）に情熱を持つこと

ができました。しかし、この時点で最初のステップに対する意識は

希薄だったことは否めません。 

1995年、新しい手話グループが誕生しました。当時、耳が不自

由な親友がいて彼と手話の勉強をしていたことから、共にそのグル

ープに参加しました。彼らの思いを言葉で伝える役目として、突然

グループの代議員として選出をされたことが、ソブラエティーとサー

ビスに真剣に向き合うきっかけとなりました。ローカルにしか目を向

けてなかった今までの AAの世界から、グループを代表することで

見える世界が広がっていくことを肌で実感しました。今まで自分が

見ていた AAの世界は全体のほんの一部に過ぎないことに気付か

されたのです。 

私が住んでいた北カリフォルニア沿岸地域は、美しいモントレ

ー湾から海岸に沿ってオレゴン州境まで続いています。この地域

では約 6万人のメンバーと 2,000以上のグループが存在します。

当時、私はサービスと奉仕を学び続け、代議員から、地区員、地区

委員長、地域員へと「信頼されたしもべ」の素養を磨きました。2003

〜2004年には地域の評議員として選出され、評議会出版委員会

に任命されました。書籍は大好きで、最も関心を寄せていた役割を

担うという一つの目標が実現されました。私の地域はしもべたちへ

の期待値が非常に高かったことから、さらに鍛錬を重ねることがで

きました。評議員としての 2年間の任期を終えたのち、セントラルオ

フィス運営委員会議長を務め、地方フォーラムの実行委員長も務

めました。 

私の AA人生の中で最も充実した役割は、2015年から 4年間、

常任理事会文書委員会に任命されたことです。私はいくつかの既

存のパンフレットの改善と 1つの新しいパンフレットの作成に取り組

むことができました。神様の計らいにより、日本に来る間際にその

役割を全うすることができました。 

日本における AA との関わりは 1990年代前半に、仕事で東京

に訪れた際にミーティングに参加したことから始まります。池袋にあ

る JSOに訪れ、日本のAAフェローシップと長い付き合いがあること

を歓迎されました。1998年当時、JSO所長の山本幸枝さん（ノンア

ルコホーリク）より電話で、第 15回WSMで日本語・英語の同時通

訳の突然の依頼をいただき、驚いたことを今でも覚えています。

WSM評議員は英語、もしくはスペイン語が堪能であることが推奨さ

れています。幸い私は英語、スペイン語、日本語が堪能であったた

め、同時通訳を喜んで引き受けることができました。その後幸運な

ことにWSMは 10回、AOSMは 10回の参加機会をいただき、AA

全体に対するグローバルな視点を更に広げることができました。そ

の後、去る 22年間は、伝統８におけるスペシャルワーカーの役割

を担うことで、私自身も 3 つのレガシーに対する豊かな経験、意識、

情熱を獲得することができました。 

今日、私の人生は喜びと調和に満ちています。 素晴らしいホ

ームグループの精神に基づき、世界一のスポンサーに支えられ、

その教えを持ち合わせながらスポンサーをする特権を備えていま

す。 世界中にたくさんの友達と仲間がいて、深い絆を紡いでいま

す。 

今の自分自身があるのはハイヤーパワー、最初に出会い支え

てくれたホームグループの親友、北カリフォルニア沿岸地域の仲間、

アメリカ・カナダ常任理事会、日本の常任理事会や JSO のスタッフ、

他に数え切れないメンバーや友人、そして今のホームグループの

皆様のおかげといっても過言ではありません。皆様がいて、私が存

在しています。感謝しつくしても恩は返しきれないかもしれません

が、その思いを皆様に最大限に伝えられるよう務めて参ります。ハ

イヤーパワー、そしてたくさんの人たちからいただいた、全ての経

験、情熱、知識を元に、日本そして世界中の舞台の AA フェローシ

ップに貢献することが私自身の切実な願いです。これから 4年間、

宜しくお願い致します。 
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